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病院紹介 

 

私はちょう動物病院の院長を務める長哲（ちょう さとし）と申します。 

今回は当院の獣医師奨学金制度にご興味を持って頂き、ありがとうございます。 

私は石橋高校を卒業後、浪人生活を経て麻布大学に入学出来ました。 

祖父、父も獣医師でしたが、私は楽に大学入学出来た訳では無く、浪人生活を送り、紆余曲折を繰り返し現在に至ります。 

獣医師だった父を 50 代の若さで亡くし、奨学金を借りて、アルバイトをしながら学生生活を過ごしていました。 

今となってはその経験が糧になっていますが、学生の時は勉強・実習とアルバイト、自炊の両立は本当に大変で、納豆ごはんば

かり食べていました(笑) 

獣医師になるには６年の大学生活を送らなければならず、多くの方が一人暮らしをして、ご家族に援助を受けています。 

ですが、昨今の新型コロナウイルスや景気の影響、家庭の事情により獣医師になる夢を諦めざるを得ない学生さんも居るのでは

ないでしょうか？ 

もしそんな方が居たら、私が獣医師になるお手伝いをさせて頂きたいと思います。   

 

 

1981 年 栃木県下野市 生まれ 

栃木県立石橋高校 卒 

麻布大学 獣医学部 卒 

6 年間愛知の動物病院で研修医・勤務医を得て、 

2012 年 2月に下野市でちょう動物病院を開業 
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奨学金対象者 

 大学（獣医学部）入学見込みの高校 3年生 又は 大学に在籍中の方  

 大学・大学院卒業後に当院で就職を希望する方 

 保護者から「獣医師になる事」、「当院で働く事」に理解を得られる方 

奨学金の支給は大学入学後の 4月 25 日です 

在籍中の方は契約後、翌年度の 4月 25 日から支給されます 

※ ３項目全て該当する者に限り、奨学金制度にエントリー出来ます 

 

支給金額 

 毎月 ５万円  又は 年２回 ３０万 を支給 

 東京・大阪の都心部の大学入学者は希望すれば 月２万円 まで追加支給 

 

支給期間 

 最長 ６年  

 中途利用の場合は卒業するまで（最長 ５年） 

留年、休学の場合も支給期間の延長は致しません 

留年する場合は支給を中断する場合があります 

６年間の卒業が困難な場合は、次年（７年目）からは自身での学費負担になります 
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手続きの流れ 

1. エントリー     ※自薦・他薦は問わず 

以下の書類を郵送してください 

□ 履歴書 （３カ月以内の写真貼付け） 

□ 出身高等学校の卒業証 または 卒業見込証 

□ 健康診断書 

□ 成績証明書 

□ 奨学金借用書類記入誓約書（連帯保証人予定の２人が記入、必ず 1人は同一世帯員） 

□ 奨学生申請書 

□ 奨学生志願理由書 

※ 大学在籍者は在籍証明書 

 

〒３２９－０４１３ 

栃木県下野市駅東７－１－３１ 

ちょう動物病院 

奨学金担当者 長 宛                まで、ご郵送下さい 

 

2. 面接  

場所：ちょう動物病院 

時間：１５～３０分程度 

※ 必ず保護者同伴でお越しください 

           ※ 合否に関わらず、１０日程度で通知いたします 
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3. 貸付決定 

以下の書類を郵送してください 

□ 奨学金借用証書 

連帯保証人２人の署名、２人の印鑑証明書・所得証明書（必ず 1人は同一世帯員）  

□ 金融機関振込口座届 

□ 連帯保証人引き落とし口座届 ２枚 

□ 大学合格証明書コピー 

□ 日本学生支援機構などの奨学金返済書類 

エントリー時同様に書類記入が済み次第、当院までご郵送下さい 

 

奨学金返済方法 

 当院で獣医師として 9 年 以上勤務する   

 大学在籍中に奨学金支給された方は 支給年数×1.5 で、最低 6年 勤務する 

当院で 6～9年 獣医師として勤務して頂ければ、返済は不要です 

※入学金や授業料に関しては自身又は家族でご用意頂くか、日本学生支援機構などで奨学金を申請して下さい 

日本学生支援機構などで奨学金を受給される場合は、勤務期間中は当院が奨学金返済（上限 2万まで）を負担します 
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勤務内容 

 診察  

 検査  

 処置  

 手術 

 院内清掃などを含む不随業務 

 セミナー・学会・獣医師会の出席                                            など 

当院は往診・夜間救急対応を行っているため、その業務も含みます 

 

雇用内容 

 給料：基本給 1～3 ヶ月目 20 万、4 ヶ月目から 23 万、※賞与 6 カ月以降より 

 その他手当：住宅手当上限 2.5 万まで（家主のみ）、奨学金補助上限 2 万まで、夜間手当 1日 1 万 

 勤務時間：通常勤務 8：30 ～ 19：30（休憩 1 時間 又は 3 時間）、 

夜間担当 21：00 ～ 翌日 7：00（夜間担当者は翌日休み） 

           ※残業有り 

 勤務体系：月休 8 日（半休含む） 

 加入保険：雇用保険、労災保険、あんしん財団外傷保険、弁護士保険 

2 年目より 獣医師会外傷保険 

 その他福利厚生：3 年目より 人間ドック補助（ 3.5 万まで）、インフルエンザワクチン接種補助 

              5 年目より 退職金制度加入、セミナー・学会補助（年 2回で 1回につき 2 万まで）  など 

基本給は勤務年数により変動します 

住宅手当が不要の者は、車通勤の場合は交通費 1 万まで支給します 
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奨学金返済義務が生じた場合 

下記に当てはまる場合は奨学金の返済義務が生じます 

 大学を退学した場合： 在籍年数に受給した奨学金を一括返済 

 国家試験に 2回受からなかった場合：5 年間で割賦返済 

 当院で勤務しなかった場合：一括返済 

 契約勤務年数以内に退職した場合： 奨学金受給額 ÷ 9 × 勤務残年数 × 1.03 を一括返済 

大学在籍中、勤務中にケガ、死亡などで獣医師として勤務する事が困難になった場合は返済義務はありません 

返済方法については引き落とし、割賦、現金支払いを選択して下さい 

また返済困難な場合は契約書に基づき、顧問弁護士と法的に対応させて頂きます 

 

奨学金を中断する場合 

 当院が廃業になった場合 

 学業を疎かにする場合：明らかな出席日数不足や成績不振 

 奨学金受給者が自身の過失で死亡した場合：危険運転など 

 大学を退学した場合 

当院の廃業以外で奨学金を中断された場合は、それまでに受給した奨学金の合計金額を一括返済して頂きます 

方法については引き落とし、割賦、現金支払いを選択して下さい 

また返済困難な場合は契約書に基づき、顧問弁護士と法的に対応させて頂きます 
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経営計画 

働く事に不安を抱く方もいると思います 

近い将来当院で勤務して頂くにあたり、少しだけ将来の展望をご紹介します 

 病院移転 

2032 年頃に現動物病院より、800ｍ離れた場所に移転予定（ 約 300 坪 ） 

 夜間救急の確立 

人員を増やし、栃木県の救急医療の向上を目指す 

 教育 

奨学金受給者を勤務 3年目より、希望者には専門医としての援助を行う 

 分院開業 

勤務 5年目より希望者には専門性を活かし、分院長として仕事と生活の質を向上させる（分院長は基本給 50 万 ～） 

分院長の場合でも、手当は継続支給（住宅手当は 10 万 まで） 

その他に、EC サイトの確立やオンライン診療など世情に合わせた事業を検討中 

 

最後に・・・ 

「進路の選択」という大事な時期に、当院の奨学金制度に興味を持って頂き、本当にありがとうございます。 

私は学生時代に循環器に興味を持ち、現在専門にしていますが、外科・内科などすべての疾患の治療をしています。 

現在は医師同様に獣医師も専門性が必須になってきて、勤務しながら様々な認定医を取得される方が増えています。 

私は奨学金を受けた方が獣医師として得意分野を伸ばして、様々な疾患を学び・挑戦出来るようにサポートしたいと考えています。 

そして、現在の当院は募集した方全てに奨学金を支給出来る訳ではないです。 

ですが、募集してくれた方が獣医師として当院に働きに来てくれたら・・・奨学金制度をもっと広めることができ、栃木県の獣医療が発展

すると信じています。 
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